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研究要旨 頚椎 OPLL 手術症例と対照群となる頚椎症性脊髄症（以下 CSM）患者の

レジストリに登録された患者の臨床情報・画像データを利活用し、脊柱靭帯骨化

症に特有の臨床症状を調査した。頚椎 OPLL 患者では対照群と比較して健康関連

QOL の評価尺度においておおむね高いもしくは同等であったものの、頸部痛や上

肢神経症状のみならず腰痛も障害に強く関連していることが示され、対照群より

全脊柱の広い範囲の疼痛によって健康関連 QOLに影響を与えていることが示され

た。本研究は骨化と臨床症状を大規模データによる前向き調査であり、日本発の

脊柱靭帯骨化症患者の痛みや生活の質に焦点を当てた初めての成果である。

 

 

Ａ．研究目的 

 頚椎 OPLL 手術症例のレジストリに登録

された患者データを用いて、頚椎 OPLL 患者

の健康状態について包括的に調査すること

である。 

 

Ｂ．研究方法 

 厚労科研脊柱靭帯骨化症研究班に所属す

る 16 施設より頚椎 OPLL 患者の JOA スコア

を含む基礎データ、JOABPEQ、JOACMEQおよ

び SF-36○R を調査した 246 例を対象とし、

同時期に 3施設を受診した CSM患者 51名を

対照群とした。両群に対して傾向スコアマ

ッチング解析を実施し、患者立脚評価によ

る疼痛や生活の質、日常生活動作の障害な

どを詳細に解析した。また SF-36○Rのドメ

インの一つである Bodily Pain に着目し、

両群の疼痛として強く影響を与えている因

子について重回帰分析を用いて解析した。

尚これらのデータ管理や患者説明等の倫理 

 

 

 

的な側面について、全施設の臨床研究倫理

委員会の承認をすでに受けており、規則に

従い施行した。 

  

Ｃ．研究結果 

 頚椎 OPLL 群は 246 名（男性 167 名）、平

均 63.6 歳、BMI25.9±4.3kg/m2,術前頚椎

JOAスコア 12.3±3.4点、CSM群は 51名（男

性 33名）、平均 68.1歳、BMI23.9±3.1kg/m2、

術前 JOA スコア 11.3±3.4 点であった。年

齢、性別、BMI、術前頚椎 JOAスコアを共変

量として傾向スコアマッチングを行い、両

群 51 例ずつを得た。マッチング後の頚椎

OPLL群は 51名（男性 40名）、平均 69.9 歳、

BMI23.7±2.9kg/m2、術前頚椎 JOA スコア

12.0±3.0点、CSM群は上記の前例がそのま

ま抽出された。マッチング後の両群につい

て SF-36○R の各ドメインを Mann-Whitney

の U 検定で比較すると Bodily Pain、Role 
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Emotional、Role Physical の３つのドメイ

ンについて CSM 群において有意に低値とな

ることが示された（p値はそれぞれ、p=0.01, 

p=0.028, p=0.045）。次いで、ドメインのう

ち Bodily Pain に着目した。頚椎 OPLL 群

246 名と CSＭ群 51 名について JOABPEQ, 

JOACMEQ の VAS スコアを説明変数として設

定し、重回帰分析を実施した。頚椎 OPLL群

では頸部痛(標準偏回帰係数：-0.26, 95% 

CI:-0.36～-0.16, p 値:<0.01)、上肢痺れ

(標準偏回帰係数：-0.11, 95% CI:-0.20～

-0.02, p 値:0.02)、腰痛(標準偏回帰係数：

-0.16, 95% CI:-0.28～-0.04, p 値:0.01)

が強く関連していることが示され、一方 CSM

群では頸部痛(標準偏回帰係数：-0.27, 95% 

CI:-0.53～-0.02, p値:0.03)のみが関連し

ていることが示された。 

 

Ｄ．考察 

 傾向スコアマッチングによって患者背景

や神経障害といったバイアスを軽減しても

CSM 患者の方が、頚椎 OPLL 患者よりも健康

関連 QOL が損なわれていると感じているこ

とがわかった。これは頚椎 OPLL 患者におい

て骨化による脊椎の可動域制限によって

Bodily Pain をむしろ実感せず、可動域が

大きな CSM 患者の方が痛みを強く感じてい

るのではないかと推察された。頚椎 OPLL患

者は頸部だけでなく腰部の疼痛を自覚して

おり、これは脊柱靭帯骨化が全脊椎に発生

しうる疾患であるため頚椎のみならず、胸

椎・腰椎などにも影響した可能性を考えた。

ただし本研究では患者の脊椎可動域につい

ての調査はしておらず、骨化病変の広がり

との関連は調査していない。これらは続く

調査にて検討していく予定である。今後新

たな症例登録と各症例の縦断的変化を評価

し、健康関連 QOL や臨床症状との関連を調

査することで、靭帯骨化症研究班における

定期的な会議で患者さんにもフィードバッ

クし、次回の診療ガイドラインに掲載でき

るようなエビデンスの創出を継続する予定

である。 

 

Ｅ．結論 

 頚椎 OPLL患者は 246名の患者立脚型デ

ータの解析により、頚椎 OPLL 患者は健康関

連 QOL において CSM 患者より損なわれてい

ないものの、より広範囲におよぶ疼痛が影

響していた。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  総括研究報告書にまとめて記載 
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